
 

 

 

 

 

東讃統合高校建設に先だって行われている是弘（これひろ）遺跡（さぬき市造田野間田・是

弘地区）の発掘調査では、これまでに弥生時代中期後半～古墳時代前期初頭（約 2,000～1,750
年前）の竪穴住居跡などが見つかっています。 
今回は、石田高校・志度高校・津田高校の三校の生徒たちが、是弘遺跡の発掘調査を通して、

地元地域に残されていた原始・古代の人々の営みを体感するとともに、令和１２年４月の東讃
統合高校開校に向けた機運を高める機会とします。 
 
１ 日 時  令和８年１月１０日（土）９：００～１１：３０ ＊雨天・降雪の場合は中止 
 
２ 場 所  是弘遺跡（さぬき市造田野間田・是弘） ＪＲ造田駅から南に約１ｋｍ 
 
３ 参加者  石田高校、志度高校、津田高校 各校の生徒（希望者） 約２０名 
 

４ 協 力  香川県埋蔵文化財センター（坂出市府中町 5001-4） 
 
５ 日程等  ９：００  あいさつ、日程説明 
       ９：０５～ 遺跡見学（概略説明） 
       ９：３０～ 発掘体験、土器洗い体験（２グループに分かれて実施） 

１１：３０  あいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

是弘遺跡の発掘体験を 

令和 7年 12月 17日(水) 
・香川県立志度高等学校 
担当者 松岡 TEL 087-894-1101 

・香川県埋蔵文化財センター 
担当者 渡邊・小野 TEL 0877-48-2191 

 

竪穴住居検出状況（是弘遺跡） 

写真提供：香川県埋蔵文化財センター 


